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夢主の性別 死別対象 死 因 夢を見た時期 記述の文字数
子ども：21名 事故死：15名 （特定可能36個）
女性：26名 配偶者： 8名 病　死： 8名 最短：0.5ヶ月 平均値＝316文字
男性： 6名 　親　： 1名 殺　人： 4名 最長：45ヶ月 63≦文字数≦1050
（49個の夢） 　弟　： 1名 自　殺： 2名 平均：9.87ヶ月









































































14 日常の交流 以前の日常と変わらない交流をする 共生の継続
（16.80%）15 メッセージ 大切な言葉を故人の口から聞く
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